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要　　旨

　癒例は76歳の女性．癒訴は右鼠径部腫瘤．肛門指診で，肛門縁から薦cmに下縁を有する2c蜘

大の隆起性病変，および主病巣より紅門側にO。5cm大の粘膜下腫瘤を触知した．大賜内視鏡検

査で，下部直腸に主座を有し一部翼門管に進麗する2cmの2型腫瘍を認め，生検で申分化型腺

癌と診断された．胸腹骨盤部α検査では，右閉鏡右総腸骨，右鼠径リンパ節の腫大を認めた，

下部嶽腸癌cSt曜e羅bの術前診断にて，腹会陰式直腸切断術D3郭清，右鼠径リンパ節郭清を

施行した、術後の病理組織学的検査では，組織型は中分化一低分化充実型腺癌，主病巣の深達度

はMPで，　ly2，　v1と脈管侵襲を認めた．また，右閉鎖リンパ節に2個，右総腸骨リンパ節に1

個，そして右鼠径リンパ節に3欄それぞれ転移を認め，下部直腸癌pSt嬉e圃bの診断となった．

蕊病巣の蹴門欄に，主病巣と非連続性で職分化充実型腺癌の粘膜下腫瘍を認め，そのさらに肛

門掴にリンパ瞥撹襲を認めた．同粘膜下腫嶋は，癒病巣と非連続性であること，および主病巣と

類似した組織型であることから直賜癌の壁内転移と診断された．また，同粘膜下腫瘍は，闇闇に

リンパ管授襲を認め，さらに鼠径リンパ節転移を認めたことから，直腸における下方向リンパ

流を介した壁内転移と推定された．

キーワード　直腸癌，壁内転移，下方向リンパ流

緒 言

　直腸癌の壁内転移は稀な転移形式であり。モの

頻度や臨床病理学的特微は明らかでなく，その取

扱いおよび臨床的意義は定まっていない．今掴，

我々は直腸の下方向リンパ流に由来すると推定さ

れる壁内転移を有する直腸癌の1例を経験したの

で報告する．
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症

症例176歳女性．
主訴：右鼠径部腫瘤．

既往歴1特記事項なし．

例

　家族歴：母1麹嚢癌．兄1肺癌，嫡1大腸癌．

　現病歴：平成驚年8月，右鼠径部腫瘤を自覚

した．平成25年憩月，大腸内視鏡検査で下部薩

腸に主座を有し一部肛門管に進展する2cmの2

顯鍾瘍を認め，生検で中分化型腺癌と診断された．

胸腹骨盤部惚検査で，右閉鎖，右総腸骨，右鼠

径リンパ節の腫大を認めた．平成部年2月，手術

欝的に当科に入院した．

　初診時現症：身長蕪9．5醐，体璽49kg，結膜

に貧血なし，黄染なし，膿部は平坦・軟．右鼠径

部に3c斑大の硬いリンパ節を触知した，縫門指

診では，誼時方商に駐門縁から2。5cmに下縁を

有する銃m大の隆起盤病変を触知した．また，

主病巣より紅門側に◎．5cm大の粘膜下腫瘤を触

知した．

　腫瘍マーカーlCEA3，アnW掴，　CA1事9＜1

u／趾

　大腸内視鏡検査：下部直腸に主座を有し一部麗

門管に進展する2cmの2型腫瘍を認めた，肛門

指診で触知した粘膜下腫瘤は瓢門管内に存在して

おゆ，描出されなかった（図到．

　胸腹骨盤部CT検査：下部直腸の右側に壁肥厚

を認めた．右閉鎖，右総腸骨，右鼠径に最大径2．7

cmまでのリンパ節腫大を計6個認めた．肝転移

その他の遠隔転移は認めなかった．

　以．おより，下部直腸癌d㌃（MP）N3M⑪，惑嫌e

難bの診断で，平成鵠年2月，腹会陰式直腸切断

術D3郭溝右簸径リンパ節郭清を施行した．

　病理組織学的検査1下部直腸から肛門管にかけ

て主病巣である1．8×1．5斑1の隆起性病変を認

めた（図2）．組織型は申分化～低分化充実型蘭

癌，深達度はMPで，1y2，　vjと脈管侵襲を認めた．

右閉鎖リンパ節に2側，右総腸骨リンパ節に1個，

　　　　　　　　　　　灘‖　大腸内視鏡検査

ド舗直腸に主座を有し一部匪門管に進展する2CMの2型腫癌を認めた（矢印）．

肛門管内の壁内転移は観察できなかった、
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肛門側 ロ側

　　　　　　　　　　図2　切除標本の肉眼所見

下部薩腸から纒門管に2型腫瘍（矢印）を認め，その肛門側に壁内転移と考え

られた灘膜下腫瘍（矢頭）を認めた、
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主病巣の肛門側に壁内転移と考えられた粘膜下腫瘍とリンパ管侵襲を認めた．

モして右鼠径リンパ節に3個それぞれ転移を認め

た．以上より，ド部直腸癌pT2（MP）N3MO，

pS聴e㎜bと診断した．また，主病巣の服門側に，

主病巣と非連続性で低分化充実型腺癌の粘膜ド腫

瘍を認め（図3，4），購粘膜下腫瘍のさらに肛門側

の上皮下組織内にリンパ管侵襲を認めた（図3，5）．
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　　　　　　　　　図4　壁内転移の病理綴織学的所鳥

壁内転移と考えられた粘膜下腫瘍は，低鋸ヒ充実型腺癌の紹織懐を皇し｛A），

蜜層は諜腫瘍粘膜に覆われていた（鋤．
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　　　　　　　　　灘5　］ヌンパ管侵襲

壁内転移と考えられた粘膜下腫瘍の甑門側の上皮下綴織内に

リンパ管擬襲を認めた（A，B）．
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　衛後経過1術後経過は良好で，平成26年3月

に退院し，外来で術後補勘化学療法（Ca糎OX療

法）を施行した．

考 察

　直腸癌の壁内転移は稀な転移形式であり，これ

までに少数の症例報告を認めるのみである1）弍3）．

一一禔C食這癌では，壁内転移はしばしば認められ

る転移形式であり，食道癌取扱い規約では，壁内

転移は原発巣から明らかに離れた食道または胃の

壁内に存在する癌病巣と定義されている鋤。食

道癌壁内転移の頻度は7～17％であり隠，食道

癌根治切除後の有意な予後不良因子であるとされ

ている鋤．…方，槽腸癌における壁内転移の頻度

や臨床病理学的特徴は明らかでなく。その取扱い

及び臨床的意義は定まっていない，本症例で主病

巣の肛門側に認められた粘膜下腫瘍は，主病巣と

非連続性であったこと，主病巣と類似した組織像

を示したことから，食道癌取扱い規約の壁内転移

の定義に準じて直腸癌壁内転移と診断した．

　医学申央雑誌を繕いて1983年から2◎鷲年を対

象期閥として「直腸癌」「壁内転移］r肛門転移」

をキーワードとして検索すると，瞬時性の壁内転

移を有した直腸腺癌は5例あった1）　5）（表D．

いずれの症例もリンパ管侵襲を認め，鶯腸癌の壁

内転移の形成に腸管壁内のリンパ管侵襲が関与し

ている可能性が示唆された。また，5例中3例に肝

転移を認めたことから，直腸癌の壁内転移は遠隔

転移の予測因子となり得る可能性が示唆された．

　直腸癌の壁内転移の多くは壁内のリンパ管を介

する転移であると考えられている抽．直腸にお

けるリンパ流には上方，側方，下方の3系統があ

る鋤、そのうち，下方向リンパ流は肛門管および

その闇囲皮膚から会陰部皮下より浅鼠径リンパ節

に向かうリンパ流であり，深部の鼠径リンパ節，

さらには腸骨リンパ節群と交通する捌，本症例

で認められた1）主病巣の肛門側の壁内転移，2）

肛門管上皮下組織内のリンパ管侵襲，そして3）

右鼠径リンパ節転移は，下方謝リンパ流に沿って

発生していることから，同リンパ流に由来する一一

連の転移であると推定された．

　本症例はpSt嬉e正bであり，術後補助化学療法

｛C鱒eOX療法）を施行した．今後も注意深い経

過観察を行っていく予定である．

結 語

　壁内転移を有する直腸癌の1例を経験した，典

型的な壁内転移像が観察されたこと，その由来が

表1領時性壁内転移を膚した直腸癌の本邦報告例

薯者　　報告年　性 主病簾 鷹内転移 夢ンパ　選灘轍馨　　再灘

繍転移

叢大径　趨織型
［導m）

盤存期閥

部繊　組鞭難　灘達度　Iy　Ψ　　主病巣と

　　　　　　　　　　　　の羅離
　　　　　　　　　　　　　（頗》

1）　沖田　　斑oo　男　輪　　諏駿　　　鷲　　2　塞

田　桃井　　斑03　女　願　　畑顯　　　丁3　　3　3

3）　潔蹄　　驚⑪03　女　　緬　　垣纏　　　丁3　　2　轡

嘩　繊田　　閻鱗　　鳥　穗　　撫雛　　麟h　2　2

萄　渡議　　灘1　欝　隠　　斑繊　　　憤　　蓬　1

自験綴　　難董喜　　女　　緬　　t疎2　　　泣　　　2　1

鱒 Lo　　　賠願　　　あり

5P　　譲載なし　P⑰訂　　あ曽

？灘

13、⑪

準朋

05

u　　　㎞2　　あり

3灘　　　包顕　　　あり

なし　　なし　　革騨

肝

不闇　　翠哨

轡盤内　2蓬ヶ月

不朝

1翫o　　　憶簸　　　あり　　　なし　　　なし　　　ロケ月

05　　　斑磁　　　あり　　　なし　　　なし　　曝ヶ月

醸，置編s状部；甑，」二部直騰；鮎，下部翻灘；鋤‖，蕩分化型糠癌；加砿，中分化型瞭癌；罐］，抵分化充爽型線嚢
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直腸における下方向リンパ流を介したリンパ管侵

襲であることが推定されたため報告した．
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